
い
際
香
や
沈
香
も
有
名
だ
が
、
消
費
最
の
面
か
ら
甘
草
を
超
え
る
漠
薬
は
な
い
。

し
か
も
一
時
的
で
な
く
古
く
か
ら
今
日
ま
で
、
も
っ
と
も
消
費
量
の
多
い
の
が

甘
草
で
あ
る
。

人
も
病
気
も
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
医
学
の
流
派
が

後
世
派
か
ら
古
方
派
に
移
行
し
、
幕
末
に
向
か
っ
て
蘭
方
が
興
隆
す
る
と
い
う

甘

草

の

輸

入

甘
草
は
代
表
的
な
漠
薬
で
あ
る
。
人
参
・
大
黄
・
桂
枝
あ
る
い
は
単
価
の
高

注六五四三ニー
付付
表表

は

し

が

き

甘
草
年
次
落
札
状
況
表

痰
切
年
次
落
札
状
況
表

効
成
分
の
研
究
に
つ
い
て
触
れ
る
。

一九

た
事
情
及
び
痰
切
の
輸
入
に
つ
い
て
述
べ
る
。
最
後
に
明
治
以
後
の
輸
入
と
有

は
じ
め
に
甘
草
の
原
植
物
と
代
替
生
薬
、
お
よ
び
日
本
へ
の
移
植
栽
培
の
問

で
あ
る
。

ほ
し
が
き

原
植
物
と
代
替
生
薬

長
崎
貿
易

ス
ペ
イ
ン
甘
草
と
痰
切

明
治
以
後

あ
と
が
き

甘

草

の

輸

入

見
方
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
は
各
学
派
の
塾
生
の
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
、
あ
る

て
い
ど
数
字
で
裏
づ
け
ら
れ
る
が
、
消
費
し
た
薬
物
の
面
か
ら
の
研
究
が
必
要

で
あ
る
。
当
時
薬
物
の
大
部
分
は
輸
入
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
貿
易
文
書
の
調
査

に
よ
っ
て
輸
入
量
の
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
の

主
目
的
は
、
貿
易
文
雷
か
ら
江
戸
時
代
の
甘
草
の
輪
入
状
況
を
解
明
す
る
こ
と

題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

つ
い
で
江
戸
時
代
の
甘
草
の
輸
入
量
の
年
次
推
移
に
迫

り
た
い
。
ま
た
甘
草
は
漠
薬
と
し
て
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
西
洋
で
も
ス
ペ
イ

ン
甘
草

licorice
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
知
識
が
江
戸
時
代
に
伝
え
ら
れ

原
植
物
と
代
替
生
薬

甘
草
の
原
植
物
は
マ
メ
科
の
多
年
草
で
、
日
本
に
は
自
生
し
な
い
。
中
国
か

宮

下

郎



ら
輸
入
さ
れ
る
大
部
分
は
ウ
ラ
ル
カ
ン
ゾ
ウ

F
I
S
C
H
E
R
で
、
中
国
の
東
北
・
西
北
・
華
北
に
分
布
し
、
日
の
当
た
る
乾

燥
し
た
草
原
や
川
岸
の
砂
土
質
を
好
む
。
ス
ペ
イ
ン
カ
ン
ゾ
ウ

G
.
g
l
a
b
r
a
L. 

は
ス
ペ
イ
ン
、
イ
ク
リ
ア
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
南
部
、
小
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア

長
く
伸
び
る
主
根
か
ら
出
る
走
出
茎
を
薬
用
に
す
る
。
サ
ボ
ニ
ン
の
グ
リ
シ

リ
チ
ン
を
含
有
し
、
味
は
甘
い
。
疼
痛
、
痙
攣
、
潰
瘍
を
治
す
の
で
、
腹
痛
や

の
ど
の
痛
み
、
咳
、
胃
潰
瘍
な
ど
の
治
療
に
用
い
る
。
ま
た
グ
リ
シ
リ
チ
ン
の

構
成
部
分
の
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
は
、
肝
臓
で
有
毒
物
質
と
結
合
し
て
体
外
に
排
出

古
く
甘
草
は
日
本
に
産
出
す
る
と
さ
れ
た
。
漢
薬
の
国
産
品
に
よ
る
同
定
を

記
し
た
深
根
輔
仁
の
『
本
草
和
名
』
（
九
一
八
頃
）
に
「
和
名
阿
末
岐
」
と
あ
る

ば
か
り
で
な
く
『
延
喜
式
』
（
九
二
七
成
）
巻
一
＿
一
十
七
典
薬
寮
の
「
諸
国
進
年
料

雑
薬
」
に
常
陸
国
廿
五
斤
十
一
二
両
、
陸
奥
国
十
斤
、
出
羽
国
五
斤
の
産
出
を
記

『
本
草
網
目
』
に
載
る
薬
物
の
国
産
状
況
を
簡
単
に
述
べ
た
林
羅
山
の
『
多

識
編
』
(
-
六
―
二
成
三
〇
刊
）
に
は
「
和
名
阿
末
幾
」
と
あ
る
ば
か
り
だ
が
、

闊
名
氏
の
『
和
名
集
井
異
名
製
剤
記
』
(
-
六
ニ
―
―
一
刊
）
で
は
「
和
名
ア
マ
木

日
本
奥
州
ニ
ア
ル
ト
ナ
リ
」
と
し
、
京
都
の
薬
舗
の
遠
藤
元
理
の
『
本
草
弁
疑
』

（
一
六
八
一
刊
）
巻
二
に
は
「
駿
州
富
士
山
二
此
草
ア
リ
ト
云
フ
。
延
喜
式
諸

国
貢
薬
ノ
目
録
ニ
モ
、
常
陸
陸
奥
出
羽
一
二
箇
国
ョ
リ
献
之
ト
ア
リ
。
今
採
コ
ト

ヲ
失
シ
テ
人
不
知
、
露
下
二
朽
ル
コ
ト
可
惜
哉
」
と
あ
っ
て
、
日
本
産
出
説
を

録
し
て
い
る
。

す
る
作
用
が
あ
り
、
解
毒
に
も
用
い
る
。

を
経
て
一
部
新
彊
に
ま
で
分
布
し
て
い
る
。

Glycyrrhiza 
uralensis 

貝
原
益
軒
の
『
大
和
本
草
』
(
-
七

0
九
刊
）
巻
六
に
は
「
昔
ハ
日
本
ニ
ア
ル

事
ヲ
シ
ラ
ス
。
近
世
甲
斐
国
ョ
リ
多
ク
出
ッ
゜
唐
ョ
リ
来
ル
甘
草
ト
ク
ラ
ペ
シ

ニ
少
モ
不
異
。
性
ョ
シ
ト
云
。
奥
州
ニ
モ
ア
リ
。
凧
好
ン
デ
食
シ
テ
根
夕
ヘ
ヤ

ス
シ
。
子
ヲ
ウ
ヘ
テ
三
年
ノ
後
是
ヲ
ト
ル
。
其
根
如
竹
。
根
繁
茂
ス
。
或
云
深

山
所
々
有
之
。
黄
痣
葉
二
似
テ
コ
ハ
シ
」
と
、
近
世
国
産
説
を
披
濫
し
て
い
る
。

徳
川
吉
宗
の
国
産
奨
励
の
政
策
に
添
っ
て
、
採
薬
使
の
阿
部
照
任
は
甲
州
の

石
部
と
ヲ
フ
か
ら
甘
草
を
採
集
し
て
献
上
し
、
松
井
重
康
も
甲
州
石
森
村
と
打

栗
で
甘
草
を
発
見
し
た
と
、
写
本
の
『
採
薬
使
記
』
（
一
七
五
八
成
）
に
述
べ

て
お
り
、
幕
府
の
小
石
川
薬
園
の
文
書
に
、
甲
州
産
甘
草
が
現
れ
る
の
は
享
保

①
 

八
(
-
七
二
三
）
年
か
ら
で
あ
る
。
田
村
藍
水
門
下
の
平
賀
源
内
の
『
物
類
品

隋
』
（
一
七
六
一
―
-
）
巻
一
―
―
に
は
「
甲
斐
産
苗
ノ
長
ニ
―
―
―
尺
、
葉
ハ
紫
藤
葉
二
似

テ
梢
小
ニ
シ
テ
微
毛
ア
リ
。
根
皮
紫
赤
色
、
肉
黄
色
ニ
シ
テ
味
甘
シ
。
此
物
甲

斐
国
山
梨
郡
上
於
曽
村
伊
兵
衛
、
同
郡
下
石
盛
村
与
兵
衛
園
中
ニ
ア
リ
。
其
始

所
出
未
詳
。
或
云
甲
斐
山
中
ヨ
リ
出
ヅ
゜
或
云
武
田
信
玄
漢
土
ョ
リ
得
テ
植
ル

モ
ノ
今
尚
存
ス
ト
。
何
レ
カ
是
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ズ
。
享
保
中
阿
部
将
翁
軒
台
命

ヲ
奉
ジ
テ
甲
斐
国
二
至
テ
是
ヲ
得
ク
リ
。
今
東
都
及
駿
府
官
園
ニ
ア
ル
モ
ノ
是

ナ
リ
。
駿
府
ニ
テ
ハ
甚
繁
茂
ス
。
東
都
ニ
テ
ハ
繁
茂
セ
ズ
」
と
あ
り
、
植
物
図

（
巻
五
）
を
附
し
て
い
る
が
、
花
と
実
を
歓
く
か
ら
植
物
の
特
定
は
む
ず
か
し
い
。

京
都
の
市
井
の
本
草
家
だ
っ
た
小
野
蘭
山
は
、
島
田
充
房
の
『
花
彙
』
の
三

巻
以
下
（
一
七
五
九
刊
）
を
補
足
し
た
が
、
そ
の
巻
三
に
「
倫
蜜
珊
瑚
」
と
し

て
甘
草
を
図
示
し
「
甲
斐
州
地
方
二
産
ス
。
今
往
々
コ
レ
ヲ
ウ
ユ
。
然
レ
ド
モ

肯
定
し
て
い
る
。

四
〇
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入

『本草図譜』 甘草図

四

一
染
に
六
七
英
。
豆
花
に
似
て
黄
色
な
り
。
又
淡
紫
な
る
も
の
あ

葉
間

二
開
ク
。

本
土
繁
長
シ
ガ
タ
シ
。
春
苗
ヲ
生
ス
。
高
サ
尺
余
。
ソ
ノ
葉
円
カ
ニ
シ
テ
鬼
木

ヮ
ウ
ギ

及
ビ
蜀
脂
葉
ノ
如
ク
シ
テ
細
毛
ア
リ
。
及
チ
南
京
ノ
種
二
同
ジ
。
六
七
月
花
ヲ

ア
ヅ
キ
ー
ハ
ナ

ご
采
数
菱
。
形
チ
赤
婢
腐
二
似
テ
小

ニ
シ
テ
黄
色
。
角
子
ヲ
結

ブ
。
長
サ
寸
余
゜
亦
蜀
脂
角
ノ
如
シ
。

テ
毛
茸
ア
ル
モ
ノ
ア
リ
。
即
チ
福
州
ノ
種
ナ
リ
」
と
い
う
。
穂
状
花
序
で
黄

さ
や

（
白
）
色
、
英
が
無
毛
と
言
え
ば
ゲ
ン
ゲ
属

A
s
t
r
a
g
a
l
u
s
や
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ

②
 

属

D
e
s
m
o
d
i
u
m
の
植
物
を
考
え
さ
せ
る
。
ち
な
み
に
富
士
甘
草

D
es
m
o
d
i
u
m

0
[
 d
h
a
m
i
i
 O
L
I
V
.
 

一
種
葉
長
ク
シ
テ
白
花
。
藤
葉
二
類
シ

の
花
は
淡
紅
色
で
あ
る
。

お

か

ち

黄
花
の
甘
草
と
し
て
は
江
戸
幕
府
の
御
徒
だ
っ
た
岩
崎
常
正
の
『
本
草
図
譜
』

③
 

（
一
八
三
〇
刊
）
巻
五
に
花
と
実
を
図
示
し

『
本
草
通
串
』
（

一
八
四
八
刊
）
巻

一
に
「
根
年
ヲ
経
ル
モ

ノ
ハ
希
二

穂
ヲ
葉
間

二
生
ジ
花
ア
リ
。
形
胡
枝
花
二
似

テ
淡
黄
色
。
頗
黄
箸
ノ
花
二
似
ク
リ
。
後
英
ヲ
結
一
寸
余
。
又
黄
著
角
二
似
テ

は
ぎ

扁
シ

」
と
記
録
し
て
い
る
。
胡
枝
花
は
萩
の
別
称
で
あ
る
。

島
津
藩
に
雇
わ
れ
た
曽
槃
の
『
成
形
図
説
』
(
-
八
＝
二
成
）
巻
三

十
二
山

草
の
「
安
麻
伎
」
に
『
本
草
図
譜
』
に
似
た
花
と
英
を
図
示
し
「
秋
日
葉
間
よ

り
花
開
く
。

り」

と
あ
る
。
ま
た
岸
和
田
藩
刊
行
の
『
本
草
網
目
啓
蒙
図
譜
』
（
一
八
五

0
)

巻
八
に
は
、
服
部
雪
斎
写
生
の
甘
草
の
植
物
図
を
載
せ
る
が
、
花
実
を
歓
き
注

記
に
「
花
ハ
豆
花
二
似
テ
淡
紫
色
。
実
モ

小
豆
爽

二
似
テ
扁
小
」
と
あ
っ
て
、

英
が
無
毛
の
小
豆
茨
に
似
る
と
い
う
の
は
、
ウ
ラ
ル
甘
草
に
当
た
ら
な
い
別
種

の
植
物
で
あ
る
。

小
野
蘭
山
は
晩
年
に
江
戸
の
医
学
館
に
登
用
さ
れ
『
本
草
網
目
啓
蒙
』
(
-
八
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山梨県塩山市甘草屋敷

だ
ろ
う
か
？

0
三
）
を
刊
行
し
、
彼
の
本
草
学
を
大
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
巻
八
に

「今
ハ
各
国
自
生
ア
ル
コ
ト
ヲ
聞
カ
ズ
。
世
上
二
栽
ル
モ
ノ
亦
南
京
福
州
ノ
ニ

種
ア
リ
」
と
し
、
福
州
の
種
は
甲
斐
の
も
の
が
弘
ま
り
、
京
師
浪
華
の
種
樹
家

ま

ヽ
、
、

に
も
あ
り
、
奥
州
南
部
で
は
蒔
い
て
薬
用
に
す
る
。
花
は
豆
花
に
似
て
淡
紫
色

、
、ヽ

ひらた

で
葉
間
に
籐
生
し
、
其
実
は
英
を
成
し
小
豆
英
に
似
る
。
実
も
似
て
扁
く
小
さ

い
と
い
う
。

ま
た
享
保
以
後
、
舶
来
南
京
甘
草
の
概
中
か
ら
得
た
実
を
下
し
て

生
じ
た
こ
と
が
数
度
あ
り
、
形
状
は
福
州
種
と
大
差
な
か
っ
た
と
い
う
。

い
ま
J

R
東
海
中
央
線
の
塩
山
駅
北
の
塩
山
市
上
於
曽
に
、
甘
草
屋
敷
と
呼

ば
れ
る
重
要
文
化
財
の
高
野
住
宅
（
昭
和
二
四
年
指
定
）
が
あ
る
。
高
野
家
が

①
 

植
え
て
ぎ
た
甘
草
の
内
部
形
態
の
剖
見
報
告
が
あ
り
、
ウ
ラ
ル
甘
草
に
同
定
し

て
い
る
け
れ
ど
も
比
較
検
討
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
類
縁
植
物
と
い
う
可
能
性

か
ら
な
し

中
国
の
『
本
草
図
経
』

(
1
0六
二
刊
）
に
は
「
七
月
開
紫
花
似
奈
。
冬
結
実

え
ん
ど
う

作
角
子
如
畢
豆
」
と
あ
り、

扮
州
（
山
西
省
沿
陽
県
）
甘
草
二
図
と
府
州
（
映

西
省
府
谷
県
）
甘
草
一
図
を
付
し
て
お
り
、
府
州
の
も
の
は
ウ
ラ
ル
甘
草
の
花

を
描
い
て
い
る
。

ウ
ラ
ル
甘
草
は
花
が
総
状
花
序
で
密
集
し
青
紫
色
、
英
に
は

⑤
 

刺
毛
が
密
生
し
て
い
る
。

紫
花
で
英
に
刺
毛
の
あ
る
ウ
ラ
ル
甘
草
は
、
日
本
に
渡
っ
て
い
な
か
っ
た
の

じ
つ
は
尾
張
藩
士
だ
っ

た
水
谷
豊
文
(
-
八
三
三
没
）
は
『
本

草
網
目
記
聞
』
の
第
一
冊
に
、

を
排
除
で
き
な
い
。

ウ
ラ
ル
甘
草
の
花
と
実
を
彩
色
図
示
し
「
葉
間

花
穂
ヲ
生
ジ
テ
紫
花
ヲ
開
ク
。
形
黄
智
花
ノ
如
シ
。
其
実
茨
ヲ
ナ
ス
。
皮
二
毛

刺
ア
リ
。
花
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
甚
稀
ナ
リ
」
と
あ
る
。
ウ
ラ
ル
甘
草
の
植
物
学
上

四



水谷豊文 『本草網目記聞』 甘草図

甘
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の

輸

入
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さ
て
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
長
崎
の
貿
易
商
だ
っ
た
西
川
如
見
の
『
増
補
華

い
て
い

る。

甘
草
九
百
六
十
斤

触
れ
て
お
ぎ
た
い
。
光
明
皇
太
后
が
天
平
勝
宝
八

（
七
五
六
）

年
、
聖
武
天
皇

の
七
七

の
忌
辰
に
御
愛
用
の
御
物
と
と
も
に
、
漆
櫃
廿

一
箱
に
入
れ
東
大
寺
虞

舎
那
仏
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
「
六
十
種
薬
献

⑥
 

物
帳
」

に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

と
あ
り
、
こ
れ
は
量
で
は
大
黄
九
百
九
十
一
斤
八
両
に
次
ぐ
、
全
体
の
二
位
に

あ
る
。
三
位
は
藤
蜜
五
百
九
十
三
斤
四
両
で
、
以
下
桂
心
、
人
参
、
尭
花
と
続

長
崎
貿
易
に
先
だ
っ
て
、
奈
良
正
倉
院
に
尊
蔵
さ
れ
る
六
十
種
薬
に
つ
い
て

長

崎

貿

易

ら
ぎ
に
甘
草
の
輸
入
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

市
場
で
問
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

て
い
た
こ
と
は
、
疑
い
が
な
い
。

四

の
特
長
を
確
実
に
観
察
し
て
い
た
。

ま
た
京
都
の
内
藤
蕉
園
の
『
古
方
薬
品
考
』

（
一
八
四
二
刊
）
巻

一
に
も
、
加
来
飛
霞
に
よ
る
ウ
ラ
ル
甘
草
の
花
（
爽
は
な

い
）
の
写
生
が
載
っ

て
お
り
、
江
戸
時
代
に
ウ
ラ
ル

甘
草
が
日
本
に
移
植
さ
れ

日
本
人
は
甘
草
の
代
替
生
薬
探
索
の
結
果
と
し
て
、

誤
認
し
て
い
た
。

マ
メ
科
の
類
縁
植
物
を

し
か
し
小
数
は
真
正
の
ウ
ラ
ル
甘
草
を
入
手
し
て
い
た
。
た

だ
黄
連
や
人
参
の
よ
う
に
、

輸
入
品
を
圧
倒
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か

っ
た
。
甘
草
の
場
合
は
輸
入
最
が
莫
大
で
あ
り
、
国
産
の
甘
草
も
ど
き
な
ど
は



一
甘
草

夷
通
商
考
』
（
一
七

0
八
刊
）
巻
之
一
に
、
甘
草
の
産
地
と
し
て
南
京
省
麿
州
府

（
安
徽
省
麿
江
県
）
と
山
西
省
沿
州
府
（
山
西
省
扮
陽
県
）
を
挙
げ
る
。
麿
州

の
甘
草
に
つ
い
て
は
本
草
に
載
ら
ず
不
明
で
あ
る
。

長
崎
貿
易
百
般
の
手
控
え
で
あ
る
『
明
安
調
方
記
』
の
「
薬
種
荒
物
凡
潰
高

積
」
(
-
七
八

0
頃
）
で
は
、
八
十
七
品
目
中
甘
草
は
年
七
万
五
千
斤
、
符
牒
で

⑦

⑧

 

十
七
匁
と
あ
り
、
最
多
量
の
山
帰
来
に
次
い
で
二
位
に
あ
り
、
三
位
は
萱
香
で

あ
る
。
参
考
に
上
位
十
一
位
ま
で
単
価
を
添
え
て
表
示
し
て
お
く
。

輸
入
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
文
政
三
(
-
八
二

0
)
年
に
長
崎
会
所
の
薬
種

め
き
き

目
利
が
調
査
し
た
『
舶
載
薬
物
録
』
の
唐
方
持
渡
に

享
保
二
十
卯
年
方
当
時
迄
不
絶
持
渡
申
候

と
あ
る
。
紅
毛
方
に
は
載
ら
な
い
。
調
査
し
た
帳
簿
が
享
保
二
十
(
-
七
一
二
五
）

年
以
降
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
量
ほ
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
ろ
う
か
。

さ
い
わ
い
甘
草
に
つ
い
て
ほ
越
後
屋
長
崎
方
の
『
宝
永
五
年
方
薬
種
荒
物
直

段
高
下
和
』
に
、
百
ヶ
年
之
間
の
略
記
が
あ
る
。
甘
草
に
つ
い
て
だ
け
百
年
間

の
輸
入
状
況
が
調
査
さ
れ
た
の
は
、
漢
薬
の
指
標
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

⑨
 

あ
ろ
う
。
ま
ず
そ
の
文
書
を
写
し
て
お
こ
う
。

安永9年頃輸入

量順薬種荒物

年潰高単価

万斤匁分

1 山帰 10. 0 (下上41-3 .8 

2 甘草 7.5 17.0 

3 萱香 7,0 2.7 

4 甘松 3.0 3.7 

5 白粛 2.5 8,2 

5 黄苓 2.5 2.8 

7 太楓 2,0 7.5 

7 大黄 2.0 5.7 

7 山莱 2.0 5.0 

7 丸藤 2.0 2.5 

11 黄底 （上9.5
1,8 下8,0

天
明
元
年
丑
年
持
渡
り
な
し
瓜
上
口

安
永
九
年
子
年
方
寛
政
三
亥
年
迄
十
ニ
ヶ
年
之
間
持
渡
り
高
百
弐
拾
万

四

千

斤

御

買

上

直

段

豆

謡

琵

器

鍔

”

ン

七

醗

鍔

炉

溶

五

リ

ン

寛
政
四
子
年
方
享
和
三
亥
年
迄
十
ニ
ケ
年
之
間
持
渡
り
高
八
拾
七
万
斤

御
買
上
直
段
坪
類
＂
ウ
芦
砂
腎
”

文
化
元
子
年
分
八
万
八
百
斤

寅
年
分
壱
万
八
千
六
百
斤

斤

同
卯
年
分

壱
万
七
千
六
百
斤

/
四

斤

（享）

延
京
元
子
年
か
宝
暦
五
亥
年
迄
右
同
断

宝
永
五
子
年
方
長
崎
御
交
易
御
法
令
定
已
後
当
文
化
四
卯
年
迄
百
ケ
年
之

間
甘
草
持
渡
り
几
斤
高
井
御
買
上
ヶ
直
段
左
略
記
ス

（享）

宝
永
五
子
年
方
京
保
四
亥
年
迄
十
ニ
ケ
年
之
間
持
渡
り
高

千
斤（享）京

保
五
年
子
年
方
同
十
六
年
亥
年
迄
十
ニ
ヶ
年
之
間

（

享

）

（

寛

）

京
保
十
七
子
年
方
宝
保
一
＿
一
亥
年
迄
十
ニ
ケ
年
之
間
持
渡
り
高

宝
暦
六
子
年
方
明
和
四
亥
年
迄

壱
匁

八
分

（永）

安
元
元
年
辰
年
上
五
分
五
リ
ン
中
四
分
五
リ
ン

囲
始
り

明
和
五
子
年
方
安
永
八
年
迄
十
ニ
ケ
年
之
間
持
渡
り
高

同

八
拾
九
万
八
千
斤

五
拾
三
万

六
拾
壱
万
九
千
斤

六
分
五
厘
七
分
七
分
五
リ
ン

＜
弐
百
六
拾
七
万
九
仙
斤
御
買
上
直
段
七
分
八
リ
ン
九
分

御

買

上

直

段

底

討

彗

嗜

贔

隷

下
二
分
五
リ
ン
此
年
右
品

四
四

七
拾
七
万
弐
千

同
丑
年
分
三
万
九
千
三
百
斤

六
拾
三
万
弐



越後屋百ケ年甘草持渡り斤高井値段

た
だ
数
字
を
羅
列
し
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
表
示
す
る
と
左
の

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

0
内
は
前
後
の
関
係
か
ら
著
者
が
埋
め
た
数
字
で
あ

る
。
差
し
引
い
た
「
当
卯
年
有
高
」
と
い
う
の
を
、
安
永
元
（
一
七
七
二
）
年

よ
り
始
ま
る
と
い
う
会
所
の
「
囲
」
と
す
れ
ば
、
前
後
百
年
間
に
一
斤
の
誤
差

甘草の輸入

年問持渡千斤高 注

宝永 5_享保4
12 632 1708 1719 

享保5 享保16 12 898 1720―1731 

享保17_寛保3 12 530 

I 

1732 1743 

延享 1_宝暦5
12 619 1744 1755 

メ 2679 御買上分値ー段
9 6分5厘

宝暦6 明和4 12 〔1143〕 1匁8分ー 1匁1756 1767 

明和5_安永8
12 772 安永分元年此年分囲始5厘り

1768 1779 5 5厘ー2

安永 9_寛政3
11 1204 天分明元年持渡分なし

1780 1791 8 5厘ー5 4厘

寛政4_享和3 12 870 7分8厘ー7分2厘1792 1803 

文化 1_文化4
4 156 I 

1804 1807 

(/ 4141〕

宝永 5_文化4J100J 6820 I年平均 674 (千斤）1708 1807 ・

廿草落札簡易表

年闊 落札量
高値安斤合勺才

明和2_明和4 3 72,491 8匁77-1匁82
1765 1767 

明和5_安永 8 6 鉄68,69, 645,792 7匁19-0,813 
1768 1779 73,76-78 

安永 9_寛政3 鋏 1101, 666 27匁 -2匁48
1780 1791 11 81 

寛政4_享和3
10鋏02,03 611,929 9匁17-1匁96

1792 1803 

文化 1 文化4 4 187,117,1 18匁 -9匁43
1804 1807 

---- --- - -

文化 1 文化12
12 867, 401. 902 I 20匁5 -5匁4

I 1804―1815 

文化13_文政10
12 1304,140,4 11匁98-3匁671816 1827 

文政11 天保10
12 1421,014,2 15匁368-4匁161828―1839 

天保11 嘉永4
12 1018,095,3 15匁5 -2匁1371840 1851 

嘉永 5_文久2
11 445,336,3 15匁5~1匁1

1852 1862 

明和2 文久2 斤合

1765 1862 98 7487,866.502 年平均量76,406.8

こ
と
が
で
き
た
。
輸
入
量
と
単
価
の
動
向
は
、
越
後
屋
の
み
な
ら
ず
長
崎
貿
易

に
か
か
わ
っ
た
商
人
の
い
ず
れ
も
が
、
関
心
を
よ
せ
て
い
た
。
と
く
に
五
箇
所

右
割
合
を
以
年
潰
れ
高
乎
均

六
万
七
千
四
百
斤
捌
二
当
ル

八
拾
弐
万
斤

当
卯
年
有
高
几
八
万
斤

宝
永
五
子
年
方
文
化
四
卯
年
迄
百
ヶ
年
之
間
御
払
総
斤
高
総
高
合
六
百

四
五

越
後
屋
長
崎
方
は
寛
政
四
(
-
七
九
二
）
年
に
荒
物
方
を
開
設
し
、
薬
種
に

深
い
関
心
を
も
っ
て
調
査
を
実
施
し
て
い
た
。
我
々
は
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
、

江
戸
時
代
十
八
世
紀
百
年
間
の
甘
草
の
輸
入
量
と
単
価
の
概
略
の
変
動
を
知
る

引
残
高
六
百
七
拾
四
万
斤

に
す
ぎ
な
い
。

ケ
年
分
十
五
万
六
千
斤

も
な
い
。
価
格
の
変
動
も
差
が
小
さ
く
、
高
一
匁
八
分
、
安
二
分
五
厘
と
七
倍



凡
そ
七
万
斤
で
あ
り
、

⑩
 

十
ト
ン
余
と
な
る
。

一
斤
を
二
頁
―
―
十
匁
（
八
六
ニ
・
五

g
)
と
す
れ
ば
六

あ
り
、
落
札
表
に
は
除
物
と
言
わ
れ
る
幕
府
の
取
り
分
が

る
。
ま
ず
持
渡
表
は
会
所
の
記
録
つ
ま
り
輸
入
の
全
量
で

相
互
に
差
が
あ
っ
て
依
拠
し
た
資
料
の
違
い
を
考
え
さ
せ

越
後
屋
の
持
渡
表
と
落
札
の
簡
易
表
を
比
較
す
る
と
、

1768-79 

1780-91 

1792-03 

1804-07 

買上

772 

1204 

870 

156 

落札

646 

1102・ 

612 

187 

本
商
人
は
、
品
目
別
に
入
札
ご
と
の
商
品
の
量
と
落
札
値
を
整
理
し
た
各
種
の

寄
物
帳
を
作
成
し
て
、
入
札
に
備
え
て
い
た
。
五
箇
所
本
商
人
だ
っ
た
伊
勢
屋

と
永
見
屋
の
「
薬
種
寄
」
を
整
理
し
て
、
付
表
一
の
「
廿
草
年
次
落
札
状
況
表
」

を
作
成
し
た
。
越
後
屋
の
「
百
ヶ
年
甘
草
持
渡
斤
高
」
に
合
わ
せ
て
、
十
二
年

ご
と
に
加
算
し
た
簡
易
表
を
右
に
示
す
。
落
札
誠
は
十
二
年
で
な
ら
す
と
大
約

平
均
化
さ
れ
る
が
、
文
政
九
(
-
八
二
六
）
年
か
ら
は
「
琉
球
産
物
」
が
年
一

万
斤
前
後
あ
り
、
天
保
ニ
ー
三
(
-
八
三
ニ
ー
三
三
）
年
に
は
二
万
斤
を
超
え

て
い
る
。
価
格
の
変
動
は
最
高
が
二
十
七
匁
(
-
七
八
二
）
最
低
は
八
分
一
厘

三
毛
（
一
七
七
二
）
で
、
三
十
三
倍
と
か
な
り
大
き
い
。

含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ち
な
み
に
両
表
の
相

互
に
か
か
わ
り
合
う
部
分
を
表
示
す
れ
ば
下
表
の
通
り

で
、
一
割
余
の
差
が
あ
る
。
し
か
し
両
表
の
年
平
均
量
に
大
差
が
な
い
点
は
、

強
調
で
き
る
と
思
う
。
上
下
百
五
十
年
の
時
間
差
が
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
年

つ
ぎ
に
価
格
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。
持
渡
表
は
落
札
表
に
較
べ
て
一

桁
低
く
、

し
か
も
変
動
が
小
さ
い
。
こ
れ
は
「
御
買
上
値
段
」
と
あ
る
よ
う
に
、

長
崎
会
所
が
唐
船
か
ら
買
い
上
げ
た
値
組
み
で
あ
ろ
う
。
落
札
表
は
特
許
商
人

の
落
札
の
値
段
で
あ
り
、
落
札
値
か
ら
買
上
げ
値
を
引
い
た
差
が
会
所
の
取
り

分
で
あ
っ
て
、
落
札
値
を
買
上
げ
値
で
除
し
た
数
字
の
大
き
い
も
の
ほ
ど
、
会

所
の
取
り
分
が
多
い
こ
と
に
な
る
。

長
崎
で
落
札
さ
れ
た
薬
種
は
、
大
坂
の
唐
薬
問
屋
に
送
ら
れ
薬
種
中
買
仲
間

が
集
っ
て
、
値
段
を
決
め
た
。
こ
れ
が
薬
種
中
買
相
場
で
あ
る
。
越
後
屋
が
大

⑪
 

坂
の
各
年
の
大
引
相
場
を
整
理
表
示
し
た
『
薬
種
荒
物
高
下
録
』
の
、
最
初
に

の
る
甘
草
の
表
を
掲
げ
て
お
く
。
甘
草
に
つ
い
て
は
大
引
値
の
ほ
か
年
間
の
高

値
と
安
値
も
記
し
て
い
る
。
高
値
を
歓
く
も
の
は
大
引
値
が
高
値
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。

し
か
し
価
格
差
は
文
化
元
年
か
ら
天
保
四
年
ま
で
(
-
八

0
四
ー
三
三
）

一
二
十
年
間
に
、
高
値
二
十
五
匁
五
分
(
-
八

0
八
）
安
値
四
匁
八
分
五
厘
(
-

八
一
七
）
で
、
差
は
五
倍
に
す
ぎ
な
い
。
買
付
値
と
落
札
値
と
中
買
相
場
の
一
―
―

者
を
同
時
期
に
比
較
で
き
な
い
が
、
大
坂
の
中
買
相
場
を
対
応
す
る
長
崎
の
落

札
値
と
比
較
す
る
と
、
「
甘
草
の
値
段
表
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
安
値
で
は
長

崎
の
落
札
値
を
割
り
こ
む
場
合
も
(
-
八
一
五
）
あ
り
、
高
値
で
も
二
倍
を
超

甘草の値段表

買上値
（匁）

1756 (上 1.8 
-67 下 1.0 

(0-55 
0,25 

(0-85 
0,54 

(0.78 
0,72 

1768 
-79 

1780 
-91 

1792 
-03 

落札値 ~ 
（匁） 買上

（高 8.77 4.8 
安 1.82 1. 8 

(7.19 
8.13 

(27.0 
2.48 

(9.0 
1. 96 

8

2

 

＆
＆
 

31.7 
4. 6 

ll.5 
2.7 

落札値
（匁）

1804 (高20.5
-15 安 5.4 

(11-98 
3.67 

1816 
-27 

大 坂 相 場 /
（匁） 落札，

（高25.5 1.24 
安 5.3 0.98 

(19.3 
4.85 

1.6 
1. 32 

四
六



甘

草

の
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『
薬
種
荒
物
高
下
録
』
建
物
之
部
甘
草



え
る
も
の
は
な
い
。
全
国
の
薬
屋
や
医
者
へ
は
大
坂
の
薬
種
中
買
仲
間
か
ら
卸

さ
れ
、
末
端
の
消
費
者
へ
は
さ
ら
に
上
乗
せ
し
た
製
剤
価
格
が
請
求
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。

の
薬
種
中
買
相
場
と
卸
値
、
小
売
値
と
、
じ
つ
に
五
つ
の
レ
ペ
ル
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
日
本
の
流
通
機
構
の
複
雑
さ
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
遺
産
だ
と
言

ス
ペ
イ
ン
甘
草
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
分
布
し
、
こ
れ
も
古
く
か
ら
薬
用
に
供
さ

れ
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
弟
子
で
ア
テ
ネ
の
リ
セ
ウ
ム
の
二
代
目
学
頭
だ
っ

た
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
の
『
植
物
誌
』
第
九
巻
第
十
三
章
に
「
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
の

⑫
 

根
」
は
「
喘
息
や
痰
の
出
な
い
咳
や
一
般
に
胸
部
の
疾
患
に
効
く
」
と
い
う
。

デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
や
プ
リ
ニ
ー
に
載
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

英
語
の

licorice

は
ギ
リ
シ
ァ
語
の

g
l
u
k
u
s
11 s
w
e
e
t

と

r
h
i
z
a
11 r
o
o
t
 

に
由
来
し
、
学
名
の

G
l
y
c
y
r
r
h
i
z
a
は
g
l
y
c
o
s

+
 
r
h
i
z
a
で
甘
い
根
、

g
l
a
b
r
a

は
無
毛
の
意
で
あ
る
。

十
七
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
の
薬
学
者
レ
メ
レ
イ
の
有
名
な
薬
物
事
典
は
、

蘭
訳
本
（
一
七
四
一
―
-
）
か
ら
吉
田
長
淑
が
『
遠
西
薬
圃
綱
目
』
(
-
八

0
ニ
ー

0
九
成
）
と
し
て
全
訳
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
草
本
の
七
十
六
品
は
『
蘭
訳
鏡

原
』
(
-
八
二

0
刊
）
―
―
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
巻
十
一
に
甘
草

が
載
っ
て
い
る
。
植
物
の
形
態
の
部
分
は
略
し
効
用
に
つ
い
て
み
る
と
「

0
根

え
よ
う
。

四

ド
ロ
ッ
プ

ス
ペ
イ
ン
廿
草
と
痰
切

輸
入
品
の
価
格
に
は
、
長
崎
会
所
の
値
組
み
、
特
許
商
人
の
落
札
値
、
大
坂

う゚

（
衰
溺
）

主
治
諸
熱
病
、
中
湿
、
又
シ
ン
キ
ン
ケ
ン
ノ
酷
属
毒
胸
隔
二
陥
ル
者
ヲ
散
シ
、

且
ツ
胸
肺
ヲ
滋
潤
シ
、
津
唾
ヲ
生
シ
、
煩
渇
ヲ
止
メ
、
口
裡
及
ヒ
胃
中
ノ
倣
熱

ヲ
散
シ
、
膀
院
ノ
諸
疾
ヲ
治
シ
、
又
能
ク
蒸
気
ヲ
発
ス
。
末
卜
為
シ
或
ハ
諸
薬

（
そ
そ
ぎ
か
け
る
）

ニ
和
シ
、
又
湯
或
ハ
灌
卜
為
シ
用
ュ
」
産
地
は
イ
ス
。
ハ
ニ
ャ
だ
と
い
う
。

『
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
局
方
』
（
三
版
、

和
訳
で
あ
る
橋
本
宗
吉
の
『
蘭
科
内
外
三
法
方
典
』
(
-
八

0
五
刊
）
巻
一
の

「
単
味
能
毒
篇
」
で
は
簡
潔
に
「
根
亦
味
甘
シ
。
肺
腎
二
蔵
ノ
諸
病
ヲ
主
治
ス

ル
コ
ト
名
声
ア
リ
」
と
い
う
。
宇
田
川
榛
斎
の
『
新
訂
増
補
和
蘭
薬
鏡
』
（
一

八
二
八
）
巻
十
三
で
は
、
甘
草
の
項
に
オ
ラ
ン
ダ
諸
局
方
に
基
づ
く
詳
し
い
説

明
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
ス
ペ
イ
ン
甘
草
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
も
の
の
輸
入
は
な
か
っ
た
。

『
蘭
科
内
外
三
法
方
典
』
巻
一
で
は
「
甘
草
」
と
は
別
に
「
甘
草
膏
効
験
甘

草
根
二
同
シ
」
が
載
り
「
蘭
ド
ロ
ッ
プ
按
和
俗
ノ
云
ズ
ボ
ト
是
也
」
と
あ
る
。

ド
ロ
ッ
プ
の
歴
史
は
古
く
、
京
都
の
薬
陣
遠
藤
元
理
の
『
本
草
弁
疑
』
(
-
六

八
一
刊
）
巻
五
異
国
産
に
函
鄭
互
芦
幻
げ
竺
賃
甘
草
等
ヲ
煎
蒸
シ
テ
カ

タ
メ
ク
ル
ヤ
ウ
ニ
見
ュ
。
色
黒
ク
甚
甘
ク
シ
テ
能
咽
ヲ
潤
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
乾
咳

嗽
痰
血
諸
痰
二
良
ナ
リ
」
と
あ
る
。

ズ
ウ
ト
ホ
ウ
は
N

o
u
t
 
h
o
u
t

甘
木
だ
ろ

一
七
三
五
）
の
注
釈
書
（
一
七
四
七
）
の

そ
の
製
法
は
大
坂
の
三
宅
意
安
の
『
延
寿
和
方
彙
函
』
（
一
七
五
八
成
）
下

巻
の
「
紅
毛
ズ
ウ
ト
ホ
フ
」
に
は
、
甘
草
六
両
に
水
一
升
を
加
え
半
分
に
煮
つ

め
飴
状
に
な
っ
た
ら
、
百
薬
煎
・
氷
糖
・
上
茶
・
乾
姜
各
一
両
を
粉
末
に
揚
き

合
わ
せ
て
膏
に
つ
く
る
。
「
伝
日
。
今
処
々
販
之
者
多
。
斯
方
享
保
年
間
来
朝
紅

四
八
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入

従
文
化
元
甲
子
至
天
保
四
癸
巳
―
―
―
十
年
之
間

高
直
百
目

安
直
拾
九
匁

四
九

文
化

文
化

文
化

文
化

文
化

文
化

文
化

文
化

文
化

文
化

元
(
-
八

0
四

）

年

三

拾

目

二
(
-
八

0
五

）

年

拾

七

匁

―
―
-
（
一
八

0
六

）

年

拾

九

匁

四
(
-
八

0
七

）

年

廿

三

匁

五
(
-
八

0
八

）

年

廿

匁

高
直
四
拾
三
匁

六
(
-
八

0
九
）
年
三
拾
七
匁

七
(
-
八
一

0
)
年
―
―
―
拾
目

八
(
-
八
―
一
）
年
三
拾
八
匁

九
(
-
八
―
二
）
年
―
―
一
拾
九
匁

+
（
一
八
―
―
―
-
）
年
四
拾
目

文
化
十
一
(
-
八
一
四
）
年
四
拾
壱
匁

文
化
十
二
(
-
八
一
五
）
年
五
拾
目

文
化
十
―
―
-
（
一
八
一
六
）
年
八
拾
五
匁

文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
五
拾
六
匁

文
政
元
(
-
八
一
八
）
年
四
拾
六
匁

文
政
二
(
-
八
一
九
）
年
五
拾
三
匁

文
政
―
―
-
（
一
八
二

0)
年

六

十

目

文

政

四

(

-

八

ニ

―

)

年

百

目

文
政
五
(
-
八
二
二
）
年
五
拾
七
匁

文
政
六
(
-
八
ニ
―
―
-
）
年
四
拾
八
匁
九
分

文
政
七
(
-
八
二
四
）
年
四
拾
五
匁

文
政
八
(
-
八
二
五
）
年
―
―
一
拾
七
匁

文
政
九
(
-
八
二
六
）
年
弐
拾
四
匁

文
政
十
(
-
八
二
七
）
年
廿
八
匁
九
分

文
政
十
一
(
-
八
二
八
）
年
三
拾
弐
匁

文
政
十
二
(
-
八
二
九
）
年
三
拾
目

天
保
元
(
-
八
一
―

10)
年
四
拾
五
匁

天
保
二
(
-
八
一
＝
一
）
年
四
拾
目

天
保
―
―
-
（
一
八
一
―
―
―
一
）
年
―
―
一
拾
五
匁

天
保
四
(
-
八
一
―
―
―
―
-
）
年
弐
拾
五
匁

天
明
六
丙
午
ヨ
リ
享
和
三
癸
亥
マ
テ
十
八
年
之
間

高
直
百
三
拾
五
匁
安
直
弐
拾
六
匁
九
分

蘭
陀
禽
獣
虫
魚
図
和
解
』
（
一
七
四
一
）
の
成
立
を
助
け
た
。

日
本
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
シ
ー
ボ
ル
ト
（
滞
日
一
八
二
三
ー
．
二
九
、

五
九
ー
六
二
）
も
常
用
し
て
い
た
。
高
良
斎
が
ま
と
め
た
『
薬
品
応
受
録
』

（
一
八
二
六
刊
）
の
「
吾
邦
（
ド
イ
ツ
）
固
ョ
リ
有
ル
所
ノ
モ
ノ
凡
三
十
品
」

日
し
た
折
の
貿
易
用
の
荷
物
に
「
痰
切
」
が
あ
っ
た
。

『
薬
種
荒
物
高
下
録
』
紅
毛
物
痰
切

シ
ー
ボ
ル
ト
は
オ
ラ
ン

ズ
ポ
ウ
ト
ゥ
痰
切
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

に
「
リ
ク
キ
リ
チ
ャ
甘
草
。
ド
ロ
ッ
プ
甘
草
膏
」
と
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
来

郎
通
訳
）
し
、

ヨ
ン
ス
ト
ン
ス
の
動
物
図
譜
蘭
語
版
に
つ
い
て
解
説
し
『
阿

毛
人
。
武
志
苦
留
須
者
。
伝
長
崎
土
人
方
也
」
と
あ
っ
て
、
蘭
館
医
の

P
h
i
l
i
p

P
i
t
e
r
 
M
u
s
c
u
l
u
s
 (
滞
日
一
七
三
九
ー
四
八
）
が
伝
え
た
と
い
う
。
ム
ス
ク
ル

ス
は
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
に
江
戸
長
崎
屋
で
野
呂
元
丈
と
対
談
（
吉
雄
藤

ダ
東
印
度
会
社
の
医
師
と
し
て
文
政
六
(
-
八
二
三
）
年
の
紅
毛
船
に
の
っ
て

来
日
し
た
が
、
村
上
文
書
の
『
未
紅
毛
脇
荷
見
帳
』
の
五
番
部
屋
の
項
に
「
し

い
ほ
る
と
」
と
朱
書
し
て
あ
り
、

⑬
 

拾
参
斤
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
)

五
十
一
品
目
の
第
五
十
番
目
に
「
痰
切
百
弐

痰
切
に
つ
い
て
は
江
戸
八
官
町
の
薬
舗
・
大
坂
屋
四
郎
兵
衛
（
藤
井
咸
斎
）

の
『
増
補
手
板
発
蒙
』
(
-
八
二
四
刊
）
の
追
加
に
「
ズ
ボ
ウ
ト
ウ

ロ
ッ
プ
ハ
ン
ズ
ウ
ト
ボ
ウ
ト
〉
卜
云
ヲ
本
邦
ニ
テ
転
訛
シ
テ
令
ズ
ポ
ウ
ト
ウ
〉

ト
云
ナ
リ
。
俗
ニ
コ
レ
ヲ
痰
切
卜
云
。
京
都
ニ
テ
〈
ズ
ド
ウ
ボ
ウ
〉
卜
云
。
黒

色
ニ
シ
テ
光
ア
ル
モ
ノ
上
品
ナ
リ
」
と
あ
る
。
意
外
に
も
、
ス
ペ
イ
ン
甘
草
は

蘭
名
〈
ト



状
に
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
『
薬
局
方
』
の
甘
草
の
原
植
物
の
規
定
か
ら
、
日

ま
ず
『
日
本
薬
局
方
』
で
は
初
版
(
-
八
八
六
）
か
ら
第
五
改
正
(
-
九
三

三
）
ま
で
、
甘
草
の
原
植
物
と
し
て

G.
g
l
a
b
r
a
 var. 
g
l
a
n
d
u
l
i
f
e
r
a
の
根

さ
や

及
走
根
と
し
て
い
る
。
漢
薬
の
甘
草
は
無
視
さ
れ
、
爽
に
剌
毛
の
な
い
ス
ペ
イ

ン
甘
草
の
系
統
の
み
を
規
定
し
て
い
た
。
第
六
改
正
(
-
九
五
一
）
で

G.

u
r
d
[
 ensis
又
は
同
属
植
物
の
根
及
び
根
茎
と
改
め
ら
れ
、
よ
う
や
く
漠
薬
の

甘
草
に
適
合
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
七
改
正
(
-
九
六
一
）
で
は

G.
g
l
a
b
r
a
 

var. 
glanclulifcra
又
は
他
の
同
属
植
物
と
あ
り
、
第
十
一
改
正
(
-
九
八

六
）
で

G.
uralensis G. g
l
a
b
r
a
ま
た
は
他
の
同
属
植
物
と
改
め
ら
れ
、
現

五

明

治

以

後

る。 よ
っ
て
、
付
表
二
痰
切
年
次
落
札
状
況
表
を
作
成
し
た
。
十
八
世
紀
に
は
時
折

数
十
斤
が
も
た
ら
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
十
九
世
紀
前
半
に
は
連
年
数
百
斤

づ
つ
落
札
さ
れ
て
お
り
、
四
十
年
代
に
は
年
千
斤
を
超
え
て
二
千
斤
に
迫
っ
て

い
る
。
価
格
は
高
値
七
十
七
匁
五
分
（
一
七
七
四
）
六
十
五
匁
(
-
八
二

0
、

痰
切
の
輸
入
は
『
舶
載
薬
物
録
』
(
-
八
二

0
)
に
載
ら
ず
、
注
意
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
が
、
越
後
屋
の
『
薬
種
荒
物
高
下
録
』
の
「
紅
毛
物
」
に
大

坂
の
薬
種
中
買
相
場
の
大
引
値
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
掲
げ
て
お
く
。
高
値
は

百
匁
(
-
八
ニ
ー
）
安
値
は
十
九
匁
(
-
八

0
六
）
で
、
ほ
ぽ
五
倍
の
差
が
あ

二
―
)
安
値
は
八
匁
四
分
一
厘
で
、
九
倍
強
の
差
が
あ
る
。

紅
毛
船
脇
荷
物
に
よ
る
痰
切
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
廿
草
と
同
様
の
操
作
に

て
お
り
、
年
に
よ
っ
て
は
中
国
か
ら
の
輸
入
菫
を
凌
駕
し
て
い
る
。

甘
草
の
輸
入
は
明
治
以
降
増
え
つ
づ
け
た
。
十
年
ご
と
の
年
次
輸
入
量
と
金

額
を
、
大
蔵
省
関
税
局
の
『
日
本
貿
易
年
表
』
に
よ
っ
て
示
す
と
左
表
の
よ
う

に
な
る
。
そ
の
数
字
は
十
年
の
集
計
で
は
な
く
、
十
年
ご
と
に
一
年
間
の
数
字

を
あ
げ
、
全
体
的
な
趨
勢
を
示
し
た
。
年
量
で
い
え
ば
江
戸
時
代
に
比
べ
て
明

治
時
代
は
数
倍
、
明
治
初
に
比
べ
て
百
年
間
に
二
十
倍
、
江
戸
時
代
に
比
べ
れ

ば
百
六
十
倍
を
超
す
大
蘊
を
輸
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
輸
入
先
も
中
国
の
み

で
な
く
、
ソ
連
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
バ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
な
ど
多
様
化
し

最
近
二
十
年
の
大
量
輸
入
の
大
部
分
は
、
醤
油
な
ど
食
料
品
の
甘
味
料
や
、

煙
草
の
添
加
物
と
し
て
の
使
用
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
薬
用
原
料

⑭
 

に
は
一
割
も
使
用
し
て
い
な
い
と
い
う
統
計
も
あ
る
。

本
の
近
代
化
が
如
何
に
強
引
な
西
欧
化
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。

日本貿易年表による甘草の輸入

西暦元号 年輸入量 金額

斤 円

1880 明治13 446,578 21,300 

1890 明治23 288,391 12,347 

1900 明治33 209,236 215,29 

1910 明治43 762,194 80,756 

1920 大正9 1,638,300 451,656 
kg 

1930 昭和5 2,221,140 666,597 

1940 昭和15

1950 昭和25
千円

1960 昭和35 367,585 44,524 

1970 昭和45 5,833,094 453,128 

1980 昭和55 9,693,109 1,597,291 

1981 昭和56 5,686,554 1,052,341 

1982 昭和57 9,272,702 1,964,871 

1983 昭和58 7,448,720 1,643,022 

1984 昭和59 8,184,108 1,836,149 

1985 昭和60 12,891,189 2,789,273 

1986 昭和61 5,557,041 993,453 

1987 昭和62 10, 723, 342 1, 678, 843 

1988 昭和63 8,643,890 967,198 

1989 平成 1 9,272,457 1,594,126 

五
〇



甘

草

の

輸

入
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COOH 

GlcA_g_GlcA-0 
(3 (3 ヽ
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glycyrrhetic acid 

'+  
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五

つ
ぎ
に
薬
理
・
成
分
研
究
に
つ
い
て
総
括
し
て
お
こ
う
。
甘
草
ニ
ス
キ
は
胃

液
分
泌
抑
制
、
消
化
器
性
潰
傷
治
癒
促
進
、
鎮
痙
、
鎮
咳
、
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ

ソ
様
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
様
作
用
が
あ
る
。
有
効
成
分
と
さ
れ
る
グ
リ
シ
リ
チ
ン

は
、
砂
糖
の
五
十
倍
の
甘
味
が
あ
り
甘
味
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
加
水
分
解

に
よ
っ
て
グ
リ
シ
レ
チ
ン
酸
と
二
分
子
の
グ
ロ
ン
酸
を
生
成
し
、
甘
味
を
消
失

す
る
。
グ
リ
シ
リ
チ
ン
は
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
、
と
く
に
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
様

作
用
、
抗
炎
症
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
が
あ
る
。

サ
ボ
ゲ
ニ
ン
と
し
て
グ
リ
シ

八
七
八
）
、
生
体
内
の
異
物
と
ェ
ス
テ
ル
結
合
ま
た
は
エ
ー
テ
ル
結
合
を
形
成

し
、
抱
合
解
毒
す
る
作
用
が
あ
る
。
東
大
薬
学
科
の
生
薬
教
室
出
身
の
石
舘
守

三
教
授
は
、
生
体
内
酸
化
物
に
興
味
を
も
ち
、
昭
和
二
十
五
(
-
九
五

0
)
年

に
は
糖
か
ら
の
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
の
合
成
に
成
功
し
て
い
た

C

石
舘
教
授
の
医
薬

⑮
 

品
と
し
て
の
可
能
性
の
示
唆
を
受
け
て
、
中
外
製
薬
は
昭
和
二
十
六
(
-
八
五

一
）
年
に
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
の
工
業
化
に
成
功
し
た
。
中
外
製
薬
は
解
毒
促
進
・

肝
機
能
改
善
剤
「
グ
ロ
ン
サ
ン
」
粉
末
と
し
て
発
売
し
、
急
成
長
を
と
げ
る
こ

⑯
 

と
に
な
っ
た
。

昭
和
一
二
十
五
(
-
九
六

0
)
年
に
は
疲
労
回
復
栄
養
補
給
剤
と
し
て
、
グ
ロ

ン
サ
ソ
内
服
液
を
発
売
し
、
続
出
す
る
競
合
品
を
退
け
て
、
た
ち
ま
ち
市
場
シ

ェ
ア
第
一
位
を
確
保
し
た
。
グ
ロ
ン
サ
ン
製
剤
は
三
十
年
代
末
に
は
、
中
外
の

総
売
上
げ
の
五
割
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

む
。
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
は
生
体
内
に
常
在
す
る
糖
の
一
っ
と
し
て
発
見
さ
れ
（

甘
草
の
有
効
成
分
で
あ
る
グ
リ
シ
リ
チ
ン
は
二
分
子
の
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
を
含

ル
レ
チ
ン
酸
の
ほ
か
、
多
く
の
ト
リ
テ
ル
ペ
ノ
イ
ド
類
が
存
在
す
る
。



る゚
お
り
か
ら
(
-
九
五
四
頃
）
ア
メ
リ
カ
の
生
化
学
者
た
ち
の
、
肝
臓
組
織
内

の
酵
素
が
関
与
す
る
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
抱
合
の
機
構
を
追
求
し
た
研
究
が
、
活
字

化
し
は
じ
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
体
外
か
ら
投
与
し
た
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
は
、
解

ア
メ
リ
カ
の
報
告
を
承

毒
抱
合
に
関
与
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
た
。

け
て
、
東
大
医
学
部
物
療
内
科
の
高
橋
暁
正
講
師
は
、
グ
ロ
ン
サ
ン
無
効
論
を

朝
日
新
聞
（
昭
和
一
二
八
年
一
月
）
に
掲
載
し
た
。
そ
れ
は
強
肝
薬
か
ら
保
健
薬

⑰
 

全
体
の
批
判
に
ひ
ろ
が
り
、
つ
い
に
は
厚
生
省
の
薬
効
再
評
価
(
-
九
七
一
）

を
引
き
だ
し
た
と
言
え
よ
う
。

中
外
は
大
打
撃
を
受
け
昭
和
四
十
一
(
-
九
六
六
）
年
に
は
無
配
に
転
落

し
、
四
十
八
(
-
九
七
三
）
年
ま
で
業
績
が
低
迷
し
た
。
グ
ロ
ン
サ
ン
の
成
功

と
挫
折
が
、
初
期
の
中
外
の
盛
衰
の
大
部
分
だ
っ
た
。

九
六
二
）
年
に
は
サ
リ
ド
マ
イ
ド
禍
、
四
十
(
-
九
六
五
）
年
に
は
ア
ン
プ
ル

風
邪
薬
に
よ
る
死
亡
事
故
、
四
十
三
(
-
九
六
八
）
に
は

P
C
B
に
よ
る
カ
ネ

｀
、
、
油
症
、
四
十
四
(
-
九
六
九
）
年
に
は
ス
モ
ン
調
査
研
究
協
議
会
が
発
足
す

る
な
ど
の
薬
害
の
ほ
か
、
水
俣
病
を
は
じ
め
と
す
る
公
害
病
が
顕
在
化
し
た
時

代
だ
っ
た
。
所
得
倍
増
(
-
九
六

O
I七
0
)

シ
バ
ニ
ー
ル
を
上
市
し
、

よ
う
や
く
中
外
製
薬
は
昭
和
五
十
(
-
九
七
五
）
年
に
抗
癌
溶
連
菌
製
剤
。
ヒ

こ。t
 

ち
ょ
う
ど
三
十
七
(
-

へ
の
反
省
が
必
要
に
な
っ
て
い

五
十
―
―
-
（
一
九
七
八
）
年
に
は
グ
ロ
ン
サ
ン
の
ミ
ニ

ド
リ
ン
ク
剤
へ
の
切
替
な
ど
に
よ
っ
て
、
将
来
へ
の
展
望
が
ひ
ら
け
た
の
で
あ

あ
り
、
江
戸
時
代
に
比
べ
て
百
六
十
倍
以
上
と
い
う
大
量
で
あ
る
。

こ
ろ
が
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
に
多
少
と
も
上
積
み
が
で
き

た
と
思
う
点
を
列
挙
し
て
、
あ
と
が
き
と
し
よ
う
。

江
戸
時
代
の
日
本
人
は
、
中
国
の
ウ
ラ
ル
甘
草
を
輸
入
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

国
産
代
替
の
努
力
か
ら
真
正
の
ウ
ラ
ル
甘
草
の
植
物
の
移
植
に
も
成
功
し
て
い

た
。
残
念
な
が
ら
蓋
産
に
い
た
ら
ず
、
ま
た
原
植
物
を
誤
認
し
た
人
た
ち
の
方

甘
草
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
現
在
を
遡
る
こ
と
二
百
五
十
年
間
に
つ
い
て
、

輸
入
状
況
を
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
明
治
以
後
の
『
日
本
貿
易
年

表
』
と
、
江
戸
時
代
三
百
年
の
う
ち
後
半
の
百
五
十
年
間
に
つ
い
て
、
商
業
文

書
か
ら
輸
入
量
と
値
段
を
追
究
し
、
そ
れ
を
年
次
表
に
ま
と
め
た
。
江
戸
時
代

後
半
の
輸
入
・
消
費
量
は
年
平
均
七
万
斤
（
六
〇
ト
ン
）
で
、

し
か
も
始
と
終

で
大
差
が
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
の
半
ば
以
後
、
甘
草
に
つ
い
て
は
一
定
量
が

需
要
さ
れ
、
消
費
さ
れ
て
大
き
な
増
減
が
な
か
っ
た

D

し
か
し
明
治
以
後
ど
ん

ど
ん
増
加
し
、
今
日
で
は
輸
入
量
は
年
一
万
ト
ン
十
六
億
円
を
超
え
る
こ
と
が

江
戸
時
代
に
は
ス
ペ
イ
ソ
甘
草
も
ニ
キ
ス
剤
の
痰
切
と
し
て
輸
入
し
て
い
た
。

十
八
世
紀
に
は
数
十
斤
が
時
折
も
た
ら
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
十
九
世

紀
に
は
毎
年
数
百
斤
と
な
り
、
半
ば
に
は
千
斤
を
超
え
て
二
千
斤
に
迫
る
勢
い

ド

u
ッ
プ

だ
っ
た
。
痰
切
の
製
造
技
術
は
蘭
館
医
ム
ス
ク
ル
ス
（
滞
日
一
七
三
九
ー
四
八
）

が
多
か
っ
た
。

甘
草
の
日
本
の
輸
入
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
従
来
の
研
究
に
負
う
と

' ノ‘

あ

と

が

き

五



註①
上
田
一
＿
一
平
著
一
＿
一
浦
一
―
一
郎
編
『
増
補
改
訂
日
本
薬
園
史
の
研
究
』
（
一
九
七
二
、
渡

辺
書
店
）
五
一
ペ
ー
ジ
。

②
覆
刻
本
(
-
九
七
七
、
八
坂
書
房
）
〔
生
活
の
古
典
双
書
20
〕
の
奥
山
春
季
の
解
説

で
は

G
.
g
l
a
b
r
a
L. 
つ
ま
り
ス
ペ
イ
ン
甘
草
を
あ
て
る
。
一
―
ベ
ー
ジ
。

③
『
本
草
図
譜
』
九
十
三
巻
は
一
一
度
複
製
本
が
つ
く
ら
れ
た
。
本
草
図
譜
刊
行
会
の

彩
色
木
版
本
(
-
九
一
六
ー
ニ
ニ
）
と
、
神
宮
文
庫
本
に
よ
る
同
朋
社
出
版
の
原
色

写
真
版
(
-
九
八

0
ー
八
一
）
と
で
あ
る
。
前
者
に
付
し
た
白
井
光
太
郎
・
大
沼
宏

乎
の
名
疏
で
は

G
.
echinata
に
当
て
、
後
者
の
解
説
で
あ
る
北
村
四
郎
・
塚
本
洋

太
郎
・
木
島
正
夫
の
『
本
草
図
譜
総
合
解
説

H
』
（
一
九
八
六
、
同
朋
社
出
版
）
一

0
ー
一
―
ペ
ー
ジ
で
は
ウ
ラ
ル
甘
草
を
当
て
「
悪
図
で
あ
る
」
と
い
う
。

④
①
に
伊
沢
一
男
「
江
戸
時
代
の
甘
草
栽
培
史
」
―
―
―
七
四
ー
七
八
ペ
ー
ジ
を
収
め
る
。

⑥
中
国
科
学
院
植
物
研
究
所
編
『
中
国
主
要
植
物
図
説
豆
科
』
(
-
九
五
五
、
北
京

科
学
出
版
社
）
四
三
六
ー
三
九
ペ
ー
ジ
な
ど
。
日
本
人
の
著
書
と
し
て
は
佐
藤
潤
乎

著
『
漢
薬
の
原
植
物
』
（
一
九
五
九
、
日
本
学
術
振
興
会
）
五
九
ペ
ー
ジ
に
ウ
ラ
ル

甘
草
の
植
物
を
図
示
し
て
い
る
。

⑥
朝
比
奈
泰
彦
監
修
『
正
倉
院
薬
物
』
（
一
九
五
五
、
植
物
文
献
刊
行
会
）
付
録
。

⑦
山
帰
来
は
中
国
の
土
袂
苓
。
ユ
リ
科

S
m
i
l
a
x
glabra R
O
X
B
U
R
G
H
I
の
乾

燥
塊
茎
。
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の
近
縁
植
物
。
癒
毒
の
治
療
に
使
用
し
、
家
庭
薬
の
原

料
と
す
る
。

⑧
着
香
は
シ
ソ
科
カ
ワ
ミ
ド
リ
に
類
縁
の

A
g
a
s
t
a
c
h
e
w
g
o
s
u
s
 O
K
T
Z
E
の
乾

煉
地
上
部
。
広
着
香
は
。
ハ
チ
ョ
リ

P
o
g
o
s
t
e
m
o
n
Calbin B
E
N
T
H
A
M
で
萱
香

正
気
散
な
ど
に
処
方
さ
れ
感
冒
．
胃
も
た
れ
・
吐
写
に
使
用
す
る
。

⑨
―
―
―
井
文
庫
所
蔵
、
本
一
六
七
二
号
。
翻
字
に
つ
い
て
は
多
治
比
郁
夫
氏
の
示
教
を

得
た
。

⑩
『
明
安
調
方
記
』
和
漢
薬
名
附
に
よ
る
。
『
長
崎
県
史
史
料
編
第
四
』
(
-
九
六
五
、

が
伝
え
た
。

甘

草

の

輸

入

入
札

回
数

暦

年

号

一
七
六
五
明
和
2

7

五
四
八
九
〇

一
七
六
六
明
和
3

4

-

―
―
一
五
一
九

一
七
六
七
明
和
4

1

四
0
八
二

一
七
七

0
明
和
7
1
6
-
―
七

0
五
七

0

一
七
七
一
＿
明
和
8
1
2
-
――-＿八――

1
0

西

落
札
量
（
斤
合
勺
オ
）

付
表
一
甘
草
年
次
落
札
状
況
表

五

三
、
八
六
一
、
八
一
―
―

四
、
一
九
ー
ニ
‘
-
―
―
―
―
―

八
、
七
七

七
、
一
九
ー
一
、
九
九

三

、

七

九

二

、

一

六

価
格
（
匁
分
厘
毛
）

高

安

吉
川
弘
文
館
）
五

0
一
ペ
ー
ジ
。

⑪
―
―
一
井
文
庫
所
蔵
0

1
0
一
八
号
。

⑫
大
槻
真
一
郎
・
月
Jll
和
雄
訳
『
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
植
物
誌
』
(
-
九
八
八
、
八
坂

書
房
）
＿
―
-
五
九
ペ
ー
ジ
。

⑬
馬
場
誠
「
シ
ー
ポ
ル
ト
の
輸
入
品
に
関
す
る
資
料
等
に
就
い
て
」
『
社
会
経
済
史

学
』
（
一
九
三
四
）
四
巻
八
号
九
＝
ニ
ー
一
二
四
ペ
ー
ジ
。

⑭
小
城
製
薬
の
小
城
忠
一
社
長
の
御
教
示
を
得
た
。
日
本
漠
方
生
薬
製
剤
協
会
企
画

委
員
会
（
委
員
長
藤
井
正
美
神
戸
学
院
大
教
授
）
『
生
薬
生
産
・
輸
入
お
よ
び
医
薬

品
需
要
の
経
年
変
化
ー
厚
生
省
生
薬
資
料
統
計
値
の
粗
整
理
』
(
-
九
八
九
年
―
―
―

月
）
一

-11一
カ
ン
ゾ
ウ
。

⑮
石
舘
守
―
―
-
『
は
ま
な
す
の
こ
み
ち
』
(
-
九
六
三
、
自
家
版
）
三
一
―
―
ー
―
-
＿
四
ペ
ー

ジ。

⑯
中
外
製
薬
社
史
編
集
委
員
会
『
中
外
製
薬
60
年
の
歩
み
』
（
一
九
八
五
、
中
外
製

薬
株
式
会
社
）
―
―

-0ペ
ー
ジ
。
な
お
中
外
は
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
鹿
児
島

県
出
身
東
京
高
商
卒
の
上
野
十
蔵
に
よ
っ
て
創
業
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
一
―
-
）
年
株

式
会
社
に
改
組
。

⑰
高
橋
暁
正
『
新
し
い
医
学
へ
の
道
』
（
一
九
六
四
、
紀
伊
国
産
）
一
六
五
ー
七
八

ペ
ー
ジ
。
高
橋
•
佐
久
間
昭
・
乎
沢
正
夫
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『
保
健
薬
を
診
断
す
る
』
(
-
九
六
八
、

三
一
書
房
）
一
四
九
ー
六
四
ペ
ー
ジ
。



一
七
七
二
安
永
1

一
七
七
四
安
永
3

一
七
七
五
安
永
4

一
七
七
九
安
永
8

一
七
八
0
安
永
9

一
七
八
‘
―
―
天
明
2

一
七
八
一
―
―
天
明
3

一
七
八
四
天
明
4

一
七
八
五
天
明
5

一
七
八
六
天
明
6

一
七
八
七
天
明
7

一
七
八
八
天
明
8

一
七
八
九
寛
政
1

一
七
九
〇
寛
政
2

一
七
九
一
寛
政
3

一
七
九
二
寛
政
4

一
七
九
＝
―
寛
政
5

一
七
九
四
寛
政
6

一
七
九
五
寛
政
7

一
七
九
六
寛
政
8

一
七
九
七
寛
政
9

一
七
九
八
寛
政
10

一
七
九
九
寛
政
11

一
八
0
0
寛
政
12

一
八
0
一
享
和
1

一
八
0
四
文
化
1

一
八
0
五
文
化
2

一
八
0
六
文
化
3

一
八
0
七
文
化
4

一
八
0
八
文
化
5

一
八
0
九
文
化
6

7
 

8
 

3
 

2 11 12 15 5 8
 

2
 

7
 

3
 

5
 

4
 

7 10 10 16 17 21 10 9 15 1 ー ー 5 12 1 1 21 

二
三
四
一
七
二

一
四
四
0
0

一
五
0
五
0

七
―
―
―
―
―
―
九
0

五
0
一
五
0

二

0
一六

1
0
0
0
0
 

一
四
九
〇

七
八
一
六
九

四
六
七
九
六

一
四
一
―
―
六
一
〇

一
七
六
八
四
〇

二
九
七
九
二
〇

ニ
四

011三
二

五五＿―-五一――

一
三
―
―
1
0
八

五
六
一
＝
二
四

三
八
八
一
〇

三
四
四
八
一

二
五
四
四
二

-
＝
四
―
二
六

二
三
九
六
四

九
七
九
1
1
0

六
五
三
八
六

―
―
―
―
―
―
一
六
八

四
九
九
0
六
、

八
0
九
六
八

三
八
六
四
三

一
七
六
0
0

四
四
四
七
七

八
〇
九
0
-
―
―

|
0
、
八
―
―
―
―

二
、
四
九

二
、
三

七

、

一

九

ー

四

、

0

―
-
、
五
九
ー
六
、
五
九
一

二
七
、
0

一
八
、
八
六

八
、
一
九
四
ー
五
、
六
九

一
五
、
七
―
―

-
I
―
二
、
三
二

五
‘
-
|
-
―
-
、
三
九
一
―
―

六

、

一

ー

三

、

六

七

七

四
、
1
一
九
ー
ニ
、
四
八

四
、
一
四

l
-
―
-
、
0

三
、
八
八
ー
ニ
、
五
八

―
―
-
、
六
九
六
ー
一
、
二
八

1
1
、
九

l

-
、
九
六

五
‘
-
―
―
|
1
一
、
七
三
四

七

、

一

ー

五

、

一

九

八
、
八
九
ー
七
、
三
五

九
、
一
七
ー
六
、
八
八

七
、
五
三
九
ー
六
、
七
五

八
、
九
1
一
ー
四
、
0
九

八

、

五

ー

四

、

五

六

六
、
0
ー
ニ
、
一
五
一
―
―

―
―
―
-
、
四
九
ー
九
、
七

―

二

、

六

ー

九

、

四

三

一四、一――
I

-
1
0
、
0

一
八
、
五
ー
一
五
、
0

二
0
、
五
ー
一
七
、
三
七

1
0
、
三
九
ー
五
、
四

、
六

一
八
一
0
文
化
7

一
八
―
一
文
化
8

一
八
―
―
―
文
化
9

一
八
―
―
―
―
文
化
10

一
八
一
四
文
化
"
-

一
八
一
五
文
化
12

一
八
一
六
文
化
13

一
八
一
七
文
化
1
4

一
八
一
八
文
政
1

一
八
一
九
文
政
2

一
八
二
0
文
政
3

一
八
ニ
―
文
政
4

一
八
二
1
一
文
政
5

一
八
ニ
―
―
―
文
政
6

一
八
二
四
文
政
7

一
八
二
四
文
政
7

一
八
1
一
五
文
政
8

一
八
1
一
六
文
政
9

一
八
1
一
七
文
政
10

一
八
二
八
文
政
"
-

一
八
二
九
文
政
12

一
八
一
―
1
0
天
保
1

一
八
一
―
―
―
天
保
2

一
八
＝
三
天
保
3

一
八
一
―
―
―
―
―
天
保
4

一
八
三
四
天
保
5

一
八
三
五
天
保
6

一
八
三
六
天
保
7

一
八
＿
―
-
七
天
保
8

一
八
三
八
天
保
9

一
八
三
九
天
保
10

7
 

8 11 18 16 14 9 11 7 11 9 91110910104 

，
 

7 12 10 8 9 11 13 11 10 14 10 2 

―
1
0
0
0
0
 

二
三
七
九
一
―
-
、
七
一
―
―
ニ

ニ
八
九
四
一
、
二
七

―
ニ
―
1
0
1
―

ニ
―
―
八
四
七
六

―
ニ
―
―
六
八
二
、
八

一
四
七
八
五
四

―
―
五
四
八
五

一
四
一
―
1
0
四
九

五
九
一
0
1
一
、
ニ

七
二
六
九
九

九
三
七
七
四
、
ニ

七
一
―
-
0
九
五

五
三
四
七
0

一
七
二
四
0
五

一
七
二
四
0
五

―
―
八
六
0
六

ご
＝
―
-
三
―
―
―
―

一
三
一
1
一
八
八

一
五
九
三
五
七

八
八
七
九
一

七
六
五
八
〇

四
四
一
九
六

―
―
五
二
0
九

九
五
九
八
七

三
八
七
三
五
、
五

一
五
―
1
0
一
五
、
ニ

―
―
―
―
四
一
―
-
、
ニ

一
七
八
九
0
0

一
四
二
六
0
0

―
二
七
五
0
0

九

、

八

九

、

六

七

三
、
一
六
、
四
一
―
―
―
―

―

―

-

、

0

六

、

ニ

―

-

、

九

四

六

、

八

六

一
四
、
六
三
六
、
六
八
一
―
―

六
、
七
三
五
ー
四
、
一
1
-

五
、
九
七
ー
四
、
八
＝
ニ

．
五
、
六
五
ー
四
、
四
六

五
、
六
一

1

四
、
一
五
七

八
、
七
ー
四
、
六
九
一
―
―

六
、
七
―
―
-
|
-
―
-
、
六
七

六
、
八
七
ー
四
、
九
九
八

―
一
、
九
一
ー
九
、
ニ

―
-
、
九
八
ー
一
0
、
三
四
六

1
0
、
七
三
五
ー
六
‘
-
―
―
七

1
0
、
七
三
五
ー
六
、
三
七

八
、
二
八
ー
六
、
八
九
六

八

、

八

ー

五

、

九

七

六

七
、
八
六
ー
六
、
四
八

六
、
四
八
ー
五
、
六
三
九

六
、
一
六
ー
五
、
四

七

、

0

ー

五

、

八

九

五

一
四
、
二
九
四
ー
九
、
六
九
八

一
四
‘
―
一
ー
一
0
、
-
―

一
五
、
三
六
八
ー
九
、
五

―
―
-
、
六
九
ー
七
、
一
六

九
、
一
―

-
I
六
、
一
七
四

―

一

、

一

六

、

七

四

八

七

、

九

五

、

一

九

五

、

七

二

四

、

一

六

五

、

六

八

四

、

六

五

五
四



西 一
八
四
0
天
保
11

一
八
四
一
天
保
12

一
八
四
二
天
保
13

一
八
四
三
天
保
1
4

一
八
四
四
弘
化
1

一
八
四
五
弘
化
2

一
八
四
六
弘
化
3

一
八
四
七
弘
化
4

一
八
四
八
嘉
永
1

一
八
四
九
嘉
永
2

一
八
五
0
嘉
氷
3

一
八
五
一
嘉
氷
4

一
八
五
二
嘉
永
5

一
八
五
―
―
―
嘉
永
6

一
八
五
四
安
政
1

一
八
五
五
安
政
2

一
八
五
六
安
政
3

一
八
五
七
安
政
4

一
八
五
八
安
政
5

一
八
五
九
安
政
6

一
八
六
0
万
延
1

一
八
六
一
文
久
1

一
八
六
二
文
久
2

入
札

回
数

暦

年

号

一
七
七
一
明
和
8

1

一
七
七
四
安
永
3

2

一
八
0
四
文
化
1

2 8 20 3 12 5 10 5 4
 

3
 

5
 

8
 

7 11 9 8
 

6
 

6
 

6
 

8
 

6
 

5
 

8
 

5
 

二
九
、
0

―
―
―
七
、
0

八
六
二
、
0

六
七
六
四
七

一
三
八
―
1
0
0

六
四
四
三
一

八
四
六
一
〇

1
0
九
一
六
九

1
0
九
二
八
―
―
―

―
二
互
―
―
―
一
五

九
六
八
三
四

―
―
一
五
二
六
、
五

八一――――――五

七
ニ
―
九
一
、
七

六
四
八
四
六
、
一

六
八
二
五
一
二
、
七

六
三
九
四
六

四
五

0
九一

九
七
八
一
―
―

四
六
五
一
―
1
0

五
九
一
七
七

一
六
二
三
四
、
一

五
九
0
―
二
、
五

六
七
八
一
―
―

三
六
一
九
七

三
四
三
二
九

落
札
量
（
斤
合
）

甘

草

の

輸

入

付
表
二
痰
切
年
次
落
札
状
況
表

五
七
、
六

七

四

、

五

ー

五

六

、

0

―
―
―
―
―
-
‘
-
＝
ニ
ー
ニ
九
、
八

値
段
（
匁
分
厘
毛
）

高

安

六
、
九
七
九
ー
一
一
、
一
＝
―
-
七

九
、
三
九
八

I
-
―
-
、
二
九
一

1

0

、

三

ー

六

、

七

三

九
‘
1
0
五
ー
七
、
三
四
三

九
、
八
―
―

-
I
七
、
三
一

1
0
、
一
六
ー
七
、
0
八
一

―
二
、
五
九
ー
一
0
、
六
六

八
、
八
六
ー
七
、
四
八

五
、
一
五
ー
八
、
九
一

一
四
、
八
五
ニ
ー
六
、
四
九

一
五
、
五
ー
ニ
、
六
八
一
―
―

―
-
、
五
ー
九
、
八
七
五

1

0

、

八

ー

八

、

三

二

八
、
八
六
九
ー
七
、
0

七
、
九
六
九
ー
七
、
五
一
―
―

一
五
、
五
-
1
0
、
0

―
―
-
、
一
二
五
ー
八
、
四
一
―
―

1
0
、
八
七
‘
-
―
―

六

、

七

七

三

、

一

―
―
-
、
六
一
、
一
―

―
―
-
、
六
―
―
-
、
0
1
―

四
、
三
八
―
-
、
ニ

―
―
-
、
六
二
、
五
一

一
八
0
五
文
化
2

3

一
八
0
七
文
化
4

1

-

一
八
ニ
―
―
文
化
1
0

一
八
一
七
文
化
1
4

一
八
一
八
文
政
1

一
八
―
1
0
文
政
3

一
八
ニ
―
文
政
4

一
八
一
三
文
政
5

一
八
二
三
文
政
6

一
八
二
四
文
政
7

一
八
一
一
五
文
政
8

一
八
一
一
六
文
政
9

一
八
二
七
文
政
1
0

一
八
二
八
文
政
11

一
八
二
九
文
政
12

一
八
一
―
1
0
天
保
1

一
八
＝
二
天
保
2

一
八
一
―
1
1
一
天
保
3

一
八
三
三
天
保
4

一
八
三
四
天
保
5

一
八
一
二
五
天
保
6

一
八
三
六
天
保
7

一
八
三
七
天
保
8

一
八
三
八
天
保
9

一
八
三
九
天
保
1
0

一
八
四
0
天
保
11

一
八
四
二
天
保
13

一
八
四
四
弘
化
1

一
八
四
五
弘
化
2

一
八
四
六
弘
化
3

一
八
四
七
弘
化
4

2
 

5
 

2
 

ー 3
 

ー ー 3
 

3
 

2
 

2
 

6
 

8
 

5
 

3
 

3
 

2
 

3
 

3
 

7
 

7
 

6
 

8
 

8
 

3
 

3
 

4
 

ー

二
三
七
五
、
五

四
0
0
、
0

八、

0

六
三
四
、
0

―
―
―
―
―
―
二
、
0

一
三
、
九

一
四
一
―
-
、
六

五
九
八
、
0

四
九
九
、
0

八
九
一
、
0

四
六
七
、
0

九
八
七
、
0

一五

0
、

0

五
八
五
、
0

一六

0
、
0

―
―
―
六
、
0

一
六

0
、
0

五
五

0
、
0

七
七

0
、
0

四
四

0
、

0

八
六

0
、
0

七
0
0
、
0

六
五

0
、
0

七
九

0
、
0

五
0
0
、
0

八
0
0
、
0

一
六
四
0
、
0

一
六
四
五
、
0

―
―
五
二
、
0

1
0
八
0
、
0

1
0
四
1
1
、
0

五
五

ニ
八
、
四
八
―
_
―
二
、
八

一
四
、
0

四

0
、
0

四
一
、
一
ー
ニ
五
、
六
八

四
六
、
二
九
ー
四
二
‘
-
―
―

六
五
、

O

I

四
六
、
0

六
五
、

O

I

四
六
、
0

四
七
、
三
七
ー
四
四
、
九

五
六
、
五
ー
三
八
、
三
九

四
一
、
七
ー
―
―
1
0
、
八

三
四
、
ニ
ー
ニ
八
、
九
四

―
二
、
九
ー
一
九
、
四

二

三

、

一

ー

ニ

ニ

、

0

二
六
‘
-
―
―
ー
一
九
、
九

ニ
ニ
‘
-
―
-
|
―
1
0
、
四
一
―
―

二
五
‘
-
―
一
ー
―
―
―
―
-
、
九
五

三
七
、
七
―
―
-
|
-
―
―
五
、
八
五

ニ
八
、
ニ
ー
ニ
六
、
七
九

―
―
―
―
-
、
九
ー
一
四
、
五
九

一
四
、
一
九
ー
ニ
―
-
、
四
八
四

―
―
―
-
‘
0
ー
三
、
六
七

一
七
、
八
ー
一
七
、
四

―
二
、
ニ
ー
一
―
‘
o

―
二
、
九

l
-
―
-
、
一
八

一
八
、
三
九

二
三
、
六
一

二
―
‘
-
―
-
|
―
六
、
一
五

一
六
、
六
九

二
六
、
九
ー
一
三
、
四
九

二
五
、
九
ー
一
四
、
七
八

三
ハ
、
ニ
―
|
―
五
、
六
九



一
八
四
八
寡
永
1

一
八
四
九
嘉
永
2

一
八
五
〇
嘉
永
3

一
八
五
一
嘉
永
4

一
八
五
二
嘉
永
5

一
八
五
三
嘉
永
6

一
八
五
四
安
政
1

一
八
五
五
安
政
2

一
八
五
六
安
政
3

一
八
五
七
安
政
4

一
八
五
八
安
政
5

ー 2
 

ー ー ー ー ー ー 2
 

2
 

2
 

―――

10二、

0

1
0四
八
、

0

一
三
五
二
、

0

―1
0
0、
0

ー
ニ
五

0
、
0

1
0
0
0、
0

―
―
六

0
、
0

―
二
四

0
、

0

――-＝二、

0

一
九
八

0
、
0

五
0
0ボ
ン
ド

以

上

二
七
、

0

ー
一
六
、
五
四

二
七
、

0

ー
一
五
、
七

一九、

0

ー
一
五
、
一
六

一
七
、
一
九

―1
0、
一

一
七
、
六

―
―
―
-
、
八
一

一
四
、
五

――-、
1

1

一
八
、
五
七
ー
八
、
四
一

1
0、
五
六

五
六




